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ボトルネック指数により、速度コンター図では正確に捉えられないボトルネック箇所が正確に把握できる可能性が確認された。
現在、速度コンター図では明確に⾒分けることが難しい区間についてさらなるケーススタディを⾏い、有効性の検証を実施して
いるところである。

まとめ

国総研では、ETC2.0プローブ情報を活⽤した渋滞ボトルネック把握⼿法について開発を⾏っている。本研究では、その⼿法
を⽤いて⾼速道路を対象にボトルネック箇所等に関する分析を⾏い、有効性検証を実施した。

背景

ETC2.0⾞載器を搭載した⾞両が、⾼速道路や直轄
国道に設置されている路側機と無線通信を⾏うことに
よって収集される情報

本研究のねらい
ETC2.0プローブ情報⾛⾏挙動データの
ボトルネック把握⼿法（ボトルネック指数）
への活⽤可能性の検討

ETC2.0プローブ情報とは ボトルネック把握⼿法について

分析方法

ボトルネック指数とは

※ETC2.0の加⼯

○正のポイント︓「渋滞の起点のなりやすさ」
○負のポイント︓「下流側の渋滞の影響の受けやすさ」

※正と負は別々に算定

○分析対象路線を等延⻑に区間分割し、区間毎に
旅⾏速度を算出し、「渋滞」と「⾮渋滞」を判定

○分割区間とその下流側に隣接する区間の
「渋滞」「⾮渋滞」の組合せからボトルネック指数を算定

○ボトルネック指数＝総ポイント数／対象期間⽇数

算出⽅法

【渋滞判定】︓⼀般道 ︓20km/h未満
⾼速道路︓40km/h未満

ボトルネック先頭箇所について速度コンター図との不⼀致を確認

速度コンター図との⽐較（不⼀致）

道路管理者の認識箇所およびタイムスペース図との⽐較（⼀致）

ボトルネック先頭箇所について道路管理者の認識箇所と
タイムスペース図の低速度未満開始位置との⼀致を確認

分析結果

○道路管理者の認識箇所

「サグ後上り坂の途中
(164kp付近)を先頭に渋滞
が発⽣（道路管理者）」

○タイムスペース図（⾞両⼀台毎の軌跡・ある⼀⽇のデータ）

ボトルネック指数による分析（分析対象︓⾼速道路１路線）

164.0kp:低速度未満開始位置(ボトルネック先頭)
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